
 

 

《本日の例会》 
 
 
 
 
 
 
 

進 行 田中 克 ＳＡＡサブ 

点 鐘 午後 12 時 30 分 岡崎正六 会長 

ソング それでこそロータリー 斉唱 

童 謡 たなばたさま 斉唱 

 

 
〔会長挨拶〕    岡崎正六 会長 

 
 
 皆さん今日は、今週は台風と新潟沖地震と自

の脅威を感じさせられ ました。電力、水道、ガス

被害の復旧に全力で取り組んでいるようす 大きく

報道されています。  
 また、地震で自動車部品メーカーが被災したた

め、スズキ、富士重工業 、三菱自動車工業の６社

が工場の生産停止を発表されました。 創業再開は

２６日以降になり、今後も影響が拡大する可能性

もあり経済 的にも大きな損失と思われます。地震

大国です。備えあれば憂いなし、 充分気をつけま

しょう。 本日のお客様に、第２５７０地区クラブ

奉仕部門委員長、加藤玄静様 を御迎えしておりま

す。後ほど卓話を御願い致します。  
今週は、地区セミナー４部門委員会が予定されて

います。関係委員会の 皆さん出席よろしく御願い

致します。  
 本日、深谷 RC 担当で第２５７０地区第４グル

ープの会長幹事会が開催されます。事務局同伴に

て出席いたします。 
〔幹事報告〕 矢島淳一 幹事 

 
 
皆様こんにちは。幹事報告を申し上げます。 
はじめに、「国際ロータリー小規模クラブ会員

増加の表彰」ということで、ガバナー事務よりお

知らせがきております。会員数 20 人以下のクラブ

が対象で、小規模クラブが活力を失うことなく頑

張ってやってもらいたいということで、この制度

が出来たようです。 
次に「第 41 回インターアクトクラブ年次大会の

開催について」の案内がきています。当クラブに

は、インターアクトがないので不参加となりそう

ですが、国際奉仕、社会奉仕の主旨により、登録

料は支払いたいと思います。「友」インターネッ

ト速報、羽生ロータリークラブ創立 40 年の記念誌

が届いておりますので回覧させていただきます。 
8 月 2 日の日に、山根ガバナー補佐が来庄致しま

す。例会出席には皆様の協力をよろしくお願い致

します。 
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最後に広聴広報委員会の会報作成についてです

が、先週も会長、委員会より協力をお願いしまし

たが、テープより聴き取り文章にすることが大変

な作業です。出来ればメールでお願いします。少

なくとも原稿がない場合は、写真とタイトルのみ

とさせて頂きますので、ご了承ください。皆様の

ご協力を改めてお願い申し上げます。ありがとう
ございました。 
〔前年度会計報告〕  渋谷修身直前会長  

 
昨年度は一年間皆様には大変お世話となり、有り

難うございました。 
     加藤玄静 委員 

 
会計については、幹事と会計で、月ごとに処理を

おこなってきました。 
〔決算報告〕     佐藤賀則 前幹事 

 
収支決算報告の詳細について補足説明をおこなう。 
 

〔監査報告〕      温井一英 委員 

 
 
昨日、前会長、前幹事立ち会いにて、武井監事と

共に会計監査を実施致しました。結果、本日の決

算報告内容と相違ないと確認致しました。 
 
 
 

委員会報告 
 

〔雑誌記録委員会〕  黒岩三雄 委員長 

 
 
雑誌の購読は、ロータリーの三大義務の一つです。

しかしながら、メンバーのロータリーの雑誌を読

む機会は少ないようです。「ロータリーの友」は

発行部数１０万部で、日本でも優秀な雑誌の一冊

でもあります。また、韓国や台湾でも購読されて

います。「ザ・ロータリアン」がＲＩでの公認の

雑誌ではあるが、日本においては「ロータリーの

友」も同様であります。「ロータリーの友」７月

号からいくつかの記事を紹介する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〔代 1 回社会奉仕部門セミナーの報告〕 
野澤章夫 会員 

 
 
1.石川ガバナー挨拶 

・ブライダル委員会挨拶 
・継続事業として腎・アイバンク運動の推進、

今年度は骨髄バンクについても勉強していき

たい。 
・地区全体としての社会奉仕事業に取り組みた

い。 
2.セミナー 
 ①趣旨説明 
   ガバナーの方針にそって活動、各クラブの

社会奉仕活動を月信に載せるよう、ガバナー

補佐に働きかけを 
②腎・アイバンクについて 

   献眼登録以外に、賛助会員登録がある。 
③ブライダル事業について 

   ロータリアンの子弟、ロータリアンが推薦

できる者に結婚の機会を与え、少子化対策の

一助となる。 
④地区補助金の活用について 

   本年度の総額は 2 万ドル、総事業費の 50％、

2000 ドル上限で補助金が出る。 
3.講演「ロータリークラブと骨髄バンク」 
 全国骨髄バンク推進連絡協議会  

会長 大谷貴子様 
 献血事業時に骨髄バンクの登録会開催の依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔卓 話〕  加藤玄静 会員 
日本仏教の移り変わり 

 
仏教は、今から約二千五百年前に、インドのお釈

迦様によって創始された。中国に伝えられた仏教

は、朝鮮半島（高句麗・百済・新羅）を経て約千

四百七十年前（西暦五三八年）に百済の聖明王が

日本の朝廷に伝えられてのが公式である。これは

百済仏教そのものであった。 
 奈良時代に、中国から南都六宗と呼ばれる六つ

の宗派（法相宗・華厳宗・律宗・三論宗・倶舎

宗・成実宗）が伝来。 
やがて平安時代には、最澄、空海が遣唐使とし

て中国に渡り、天台宗・真言宗の基礎である、密

教仏教が築かれた。 
 鎌倉時代には末法思想が起こり、浄土宗・臨済

宗・浄土真宗・曹洞宗・日蓮宗・時宗が開宗され

た。現在では、十三宗一五七派。 
 
仏教宗派の特色 
律宗 戒律を重んじる 
経宗 お経を重んじる 
論宗 戒律やお経の研究書を重んじる 

 （例）法相宗の根本教学･･･「唯識三十頌」 
    世親菩薩（又は、天親菩薩）の藷述 
    安楽解脱身（あんらくげだっしん） 
    遍計所執性（へんげ しょしゅう しょう） 
神仏習合の日本 
 天つ神の代表･･･天照大神（日の出る東を守る） 
 国つ神の代表･･･大国主命（日の沈む西、出雲で、

守る） 
 
 遠い祖先は神棚にお祀りをする･･･氏子 
 近い祖先は仏壇で御給仕をする･･･檀家 
 
 この様に日本では各々の家庭で一緒に祀られて

いたが、明治二年の廃仏毀釈によって神仏が分

離された。 
 
 
 
 
 
 
 
 



〔ニコニコＢＯＸ〕坂本雄一 委員長 
 
加藤玄静会員 
「本日は卓話でお世話になります。」 
茂木 聡会員 
「次回例会は欠席です。宜しくお願いします。」 
温井一英会員 
「みなさんに大変お世話になりましたナターリア

が明日帰国します。ありがとうございまし

た。」 
春山茂之会員 
「看護学校の講師のため早退します。」 
戸谷清一会員 
「ケーブルテレビは街づくり」 
 株主総会のご出席賜りましてありがとうござい

ました。 
 
岡崎正六 矢島淳一 武井包光 坂本雄一 
浅香 匡 戸谷 丈 田中 克 今泉憲治 
梅村孝雄 佐藤賀則 三宅健吉 下山正男 
岩淵富男 野村正行 巴 高志 渋谷修身 
橋本恒男 金子 弘 古瀬末雄 内野昭八郎 
澁澤健司 狩野輝昭 黒岩三雄 小此木利明 
野澤章夫 金子 章 五十嵐敦子 竹並栄一郎 
 
本日投入金額合計 38､000 円 
 
 
〔出席報告〕石原 修 委員長 

 
 
 

〔次回プログラム〕  澁澤健司 委員長 
 
第四例会（夜間） 
1.卓話 本庄商工会議所青年部会長 小林秀行様 
         
2.新入会員歓迎会 坂本優蔵会員 横尾 巧会員 
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広聴広報委員会  小此木利明・山田喜一・金子 章 
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